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非常時の水運用

配水ブロック間の
水のやりとり

水運用の
しくみ

　災害や事故により水道施設に被害が生じた場合も、別の水系（ルート）から水を融通することができま
す。これにより、断水の影響を最小限に抑えることができ、早期復旧にもつながります。

通常時の水の流れ

緊急時の水の流れ

仕切弁（平常時閉）

　水運用を行うために活用している情報システムが、「水運用システム」です。「水運用システム」は「監視
制御システム」と「施設管理システム」で構成され、さまざまな情報の管理・分析を行うことができます。

　水道施設全体で安定的かつ経済的に管理・運用できる
よう、取水、浄水、送配水施設の稼働状態を常時監視する
とともに、送配水量の制御、配水ブロック等の水量・水圧の
監視を行っています。

　水道管や配水所、ポンプ場などの情報を地図情報と一
体化させ、施設情報を一元管理しています。
　また、非常時の水のやりとりの方法を決定する際などに
適正に水が流れるかどうかの計算を行うシステムも備え
ています。

監視制御システム

施設管理システム
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自己水配水所

広域水道＋自己水配水所

広域水道配水所

配水幹線流量制御弁

圧力調整弁

配水ブロック

水運用の概要図

県広域水道送水管

南部山浄水場

中央配水幹線

ループ化された配水幹線
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弾力的・効率的な配水を可能に
　「水運用」とは、施設や水源水量・配水量などの情報をリアルタイ
ムで一元管理し、水道施設全体を効率的に活用しながら水を送るし
くみのことです。このしくみによって、常に安定的に水をお届けする
ことが可能となっています。

　水道局では、水源や浄水場が複数ある利点を活かして、水をお届けするルートの多系統化を図り、浄水場の
メンテナンスや水質の状況に応じて最適なルートで安定供給を図っています。あわせて、給水区域を100以上
の配水ブロックに分割して、水量・水圧を管理する「ブロック配水システム」の構築を進めてきました。
　この「ブロック配水システム」によりきめ細かな水運用が可能となり、配水ルートの適切な選択や、エネルギ
ー消費を考慮した配水を行っているほか、配水量と水圧の的確な把握によって、漏水調査の精度の向上、水圧
の適正化などを実現しています。


